
 

８ 観光に関する事業 

 

 

実 施 事 業 日本遺産推進事業（商工観光課） 

総 事 業 費 １０，９４６，６８７ 円 

ふるさと納税充当額 １０，９４３，０００ 円 

 

 

令和元年５月 20日に日本遺産認定されたストーリーや構成文化財について，まず認知

度向上を図るため，そのストーリー趣旨や文化財の魅力を効果的に情報発信するために，

認定記念ツアーの実施，パンフレット・リーフレット・ポスター・のぼり等の配布・作成

を行い普及啓発を図った。また，構成文化財への案内看板を設置，遊歩道の草刈等を行

い，観光客の利便性向上を図りました。 

 

 さらには，笠岡商工会議所では「日本遺産推進会議」が毎月開かれる等，官民連携及び

地域の諸団体との連携の機運が高まり地域住民のアイデンティティの再確認や地域のブラ

ンド化など日本遺産を通じた地域活性化の機運の醸成がなされました。 

 

 

 

実 施 事 業 道の駅施設整備事業（商工観光課） 

総 事 業 費 １１，９８４，３２０ 円 

ふるさと納税充当額  ７，６００，０００ 円 

 

 

景観作物圃場内の排水対策工事及び不良箇所改修工事を行い，景観作物の生育の改善を

図ることにより，干拓地のスケールメリットを活かした「四季の花」の栽培を行った。ま

た，開花情報を知らせる看板の設置も行い，来場者の満足度の向上を図りました。 

 

 道の駅内では，老朽化した備品の買い替えをし，より充実したサービスの提供を行いま

した。 

 

 

 



実 施 事 業 観光振興ビジョン策定（商工観光課） 

総 事 業 費 ３，１４９，９９９ 円 

ふるさと納税充当額 ３，０００，０００ 円 

 

 

市民，事業者，行政が一体となり，観光振興に戦略的に取り組む必要性を示すととも

に，広域連携を含めた，本市の中長期的な指針となる「笠岡市観光振興ビジョン」の策定

を行います。 

 

令和元年度から令和２年度の２か年をかけて策定します。 

 

 

 

 

実 施 事 業 笠岡諸島観光パンフレット作製事業（商工観光課） 

総 事 業 費 １，８８５，５２０ 円 

ふるさと納税充当額 １，８８５，５２０ 円 

 

 

笠岡諸島の観光パンフレット及び笠岡諸島へのアクセスガイドを作製した。民間の方の

意見も取り入れながら，総合パンフレットとは違う視点から，PHOTO スポットに焦点を当

てたパンフレットとし，それを片手に現地を観光してもらうことを目的としたパンフレッ

トとしました。 

 


